




































行動分析の創始者のB.F.スキナーが最初の若替であるII'Thebehavior of organisms: An 
experimental analysis. J (Skinner. 1938)を公表して以来、行動分析は、基本原理とテクニカJレな
応用の両面において、教育分野に大きく貢献してきた。このうち後者の応用面については、ティー







返し取り上げてきた(長谷川.1992a. 1992b. 1993. 1994. 1995. 1999. 2∞o )。本稿では紙面
の都合から、特に重要と思われる 6点だけを次寧で考察し、残りは本文中に下線をつけるのみで説
明を省略した。これらの用語法はとくに断らない限り、本連載「スキナー以後の行動分析学」の(1)










1 スキナーは『科学と人間行動J(Skinner. 1957)の第26望者において、 11買にわたって教育・についての行動分析的
な見解を述べている。 Skinner(1987、邦1R:スキナー .1996)には「アメリカにおける教育の恥辱」、 rどのようにし
て訴すぺきことを見つけるか一一学生たちへの対話」などの小給、エッセイが収納されている。 Epstein& Skinner 
(1982) にはスキナーの代表的な論文14~帯のほか、 1982年までに刊行された著作のリストが紹介されている。 Gardner
11 et al. (1994)には、 1992年にオハイオ大学で行われた研究集会 rSehavioranalysis in education: Focus on 







































































'2 Malott. Whaley， & Malott (1993)では、自然、強化に相当する周鋳として rbuilt-in(intrinsic or automatic、行動
内在的)J、人工的強化に相当する用語として radded (extrinsic、付加的)Jという用語が用いられていたが、第3販
制alott.Whaley， & Malott. 1997)では、行動の維持について説明した第27i立を除き説明部分が削減されてしまっ
た。いっぽう、反転実験計商法を紹介した第29~では遂事E技能の訓練に関連して rthe natural reinforcers (自然5虫化)J














































2.4. value and learned reinforcer価値と習得性好子








ところでこの価値は、 Malottet al. (1997)の教科書巻末のグロサリーでは次のように定義されて
いる。















































'1 Malott et al. (1997)は、「宗教的道徳による行動制御では勉獄概念が必要かJを通じてこのことを明快に説明し
ている。すなわち「善行をつめぽ天国に行かれる」というルールだけでは、「今日はできなかったが明日やればよい」
という先延ばしが生じる。「普行をつまないと地獄に堕ちるJ (嫌子出現阻止の随{判的あるいは「善行をつまないと




































































































































































































































































得点 度数(・:5人、 *:1-4人) 人数
90- ..* 13人
80- ...........* 57 
70- .......* 38 
60- ...* 17 
50- 。
40- * 2 
30- * 2 
20- .* 7 
10- ..* 11 
0- * 
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